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ゐ
大
洗

開
発
」
に
資
す
る
た
め
の
訪
問
で
、
筑

波
研
究
学
関
都
市
を
皮
切
り
に
那
珂
町

の
核
融
合
施
設
や
東
海
・
大
洗
地
匿
の

原
子
力
関
係
施
設
な
ど
我
が
国
の
先
端

技
術
の
メ
ッ
カ
を
分
き
ざ
み
の
忙
し
き

で
、
精
力
的
に
視
察
さ
れ
た
も
の
で
す
。

最
終
視
察
地
で
あ
る
動
燃
大
洗
に
は

定
刻
ど
お
り
午
後

2
時
に
空
か
ら
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
訪
れ
、
竹
内
町
長
と
と
も

に
出
迎
え
た
夏
海
小
学
校
別
名
の
児
童

の
打
ち
振
る
日
の
丸
の
小
旗
の
中
を
、

に
こ
や
か
に
軍
手
を
か
わ
し
な
が
ら
歓

迎
に
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。

動
燃
で
は
竹
内
県
知
事
、
竹
内
大
洗

町
長
等
地
元
代
表
者
と
親
し
く
懇
談
し

休
息
の
あ
と
記
者
会
見
を
行
な
い
ご
」

11 
鈴
木
総
理
大
臣
並
び
に
中
間
科
学
技

術
庁
長
官
の
叫
二
行
が
、
去
る

5
月

8

日
に
来
町
し
、
動
燃
事
業
団
大
洗
工
学

セ
ン
タ
ー
を
規
察
し
ま
し
た
。

歴
代
の
首
相
で
当
町
を
訪
問
さ
れ
た

の
は
福
田
・
大
平
両
氏
に
次
い
で
鈴
木

総
理
が
三
人
自
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
、

6
月
初
旬
パ
リ
で
開
聞
か
れ
る
先

進
国
首
脳
会
談
(
サ
ミ
ッ
ト
)
で
、
首

相
が
提
唱
す
る
「
先
端
技
術
で
の
共
同

鈴木総王室@中)11長官と懇談する竹内町長

鈴
木
総
理
と
握
手
す
る
夏
海
小
学
校
の

児
愛
遼

れ
か
ら
科
学
技
術
の
振
興
を
通
じ
て
世

界
の
平
和
と
発
展
に
貢
献
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
子
力
の
平
和
利

用
問
題
は
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
非
常

に
重
大
な
課
題
だ
が
、
関
係
者
の
皆
さ

ん
が
安
全
確
保
の
問
題
、
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
の
確
立
な
ど
に
真
し
な
努
力
を
し

て
い
る
こ
と
を
発
見
し
敬
服
し
た
。
中

長
期
的
に
見
る
と
原
子
力
発
電
は
石
油

の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
最
も
有
望

な
の
で
、
安
全
性
の
問
題
に
つ
い
て
は

由
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
協
力
を
得
て
、

さ
ら
に
促
進
し
た
い
。
」
と
そ
の
意
欲
的

な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」

を
視
察
し
、
午
後

3
時

5
分
に
再
ぴ
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
帰
京
さ
れ
ま
し
た
。

鈴木総理を阻んで、なごやかなひととき

町
畏
挙
げ
て
の
大
掃
除

今
年
は
「
環
境
週
間
」
制
定
日
境
週
間
」
で
す
。
そ
こ
で
、
わ
た

周
年
に
当
た
り
ま
す
。
し
た
ち
の
住
む
環
境
を
、
ひ
と
り

わ
た
し
た
ち
人
間
が
健
康
で
快
ひ
と
り
の
手
で
き
れ
い
に
し
、
清

適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
き
潔
で
開
明
る
い
、
健
康
な
地
域
づ
く

れ
い
な
空
気
や
水
な
ど
の
自
然
を
り
を
す
る
た
め
に
、
昨
年
に
引
き

は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
環
境
が
不
続
き
「
町
民
総
ぐ
る
み
の
大
掃
除
」

可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
わ
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と
に

た
し
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
を
、
な
り
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
か
ら
守
り
育
て
て
い
く
努
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

力

が

必

婆

で

す

。

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

6
月
5
日
か
ら
一
週
間
は
「
環
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品
幽
の
衛
生
盟
関

今
年
も
、

6
月
4
B
か
ら
日
日
ま

で
の
一
週
間
、
「
歯
の
衛
生
週
間
」

が
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

厚
生
省
、
文
部
省
、
日
本
歯
科
医

師
会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
歯

の
衛
生
に
つ
い
て
の
知
識
を
広
め
、

む
し
歯
な
ど
歯
の
病
気
の
予
防
や

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
進
め
る

こ
と
を
呂
的
と
し
た
も
の
で
す
。

今
年
の
標
語
は
「
よ
い
歯
で
、

よ
く
か
み
、
よ
い
か
ら
だ
」
、
重
点

目
標
は
「
正
し
い
歯
口
清
掃
の
徹

底
」
で
、
品
開
み
が
き
や
ロ
す
す
ぎ

を
習
慣
づ
け
て
常
に
口
の
中
を
清

潔
に
保
と
う
と
い
う
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、

6
R
4
B
と
い
う

と
n
む
し
歯
予
防
デ
i
y
と
い
う

議
葉
を
思
い
出
す
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
B
が
定
め
ら
れ
た

の
は
昭
和
3
年
。
そ
の
後
、
一
時
、

6
月
4
日
で
な
く
、

5
月
4
日
を
、

護
歯
白
(
ご
し
ぴ
)
と
し
て
い
れ
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
の
よ

う
な
週
間
行
事
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
弘
年
か
ら
で
す
。

関
じ
占
7
な
行
事
と
し
て
、
耳
、

呂
、
鼻
な
ど
の
B
が
あ
り
ま
す
。

存
の
B
は
ミ
ミ
に
ち
な
ん
で
3
月

3
日
。
こ
れ
は
3
の
字
が
耳
の
形

を
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
そ
う

で
す
。
自
の
愛
護
デ
i
は
、
日
月

刊
日
。
一

O
が
ま
ゆ
と
自
の
形
に

似
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
8

月
7
日
は
ハ
ナ
、
つ
ま
り
鼻
の
臼
。

こ
れ
は
留
め
行
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
各
地
で
無
料
診
断
な
ど
の

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
子
供
が
む
し
歯
に

か
か
っ
て
い
る
割
合
は
、
昭
和
弘

年
度
を
ピ
i
ク
に
減
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
日
年
度
で

小
学
生
の
町
一
%
、
中
学
生
別
%
、

高
校
生
引
先
と
、
日
人
の
う
ち
9

人
以
上
が
か
む
し
歯
持
ち
μ

で
す
。

品
舗
を
正
し
く
み
が
き
、
い
つ
も
ロ

の
中
を
清
潔
に
保
つ
習
慣
を
つ
け

て
、
む
し
歯
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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去
る
5
月
1
臼
午
前
山
時
印
分
、
北

海
道
の
リ
レ
i
-
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー

が
小
雨
模
様
の
中
を
大
洗
師
役
場
玄
関

前
に
元
気
よ
く
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
北
海
道
室
蘭
市
が
今
年
で

開
港
出
周
年
と
市
制
施
行

ω年
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
そ
の
記
念
行
事
の
第
1

弾
と
し
て
行
な
わ
れ
た
長
芭
離
マ
ラ
ソ

ン
で
、
「
実
現
し
主
つ
グ
室
蘭
|
大
洗

フ
ェ
リ
ー
航
路
を
帥
H
H

」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
姉
妹
都
市
の
静
岡
県
清
水
市

か
ら
室
蘭
市
ま
で
の
千
一
一
一
百
J
走
破
に

挑
ん
だ
も
の
で
す
。

役
場
玄
関
前
で
は
竹
内
町
長
・
深
作

議
長
を
は
じ
め
議
員
職
員
等
多
数
が
拍

手
で
出
迎
え
る
中
を
、
ラ
ン
ナ
ー
の
小

野
寺
信
一
君
(
日
石
室
関
)
が
テ

i
プ

を
切
り
な
が
ら
走
り
込
み
、
女
子
職
員

か
ら
花
束
を
受
け
取
っ
た
あ
と
、
竹
内

町
長
に
岩
田
室
蘭
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
手
渡
し
、
力
強
く
接
手
を
交
わ

し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
町
長
・
議
長
の
暖
か
い

歓
迎
の
挨
拶
を
受
け
、
次
走
者
の
加
藤

昭
義
君
(
新
日
鉄
室
蘭
)
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
、
関
根
副
議
長
の
号
報
を
合
図
に

次
の
訪
問
B
的
地
常
澄
村
役
場
に
向
け

て
出
発
し
ま
し
た
。

な
お
、
選
手
到
着
に
先
立
ち
、
先
行

の
市
長
代
理
の
援
本
幸
平
収
入
役
や
、

室蘭から

crメッ
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市
議
会
室
蘭
・
大
洗
間
フ
ェ
リ
ー
航
路

開
設
促
進
期
成
会
の
上
野
正
春
委
異
一
長

か
ら
「
ぜ
ひ
室
穏
に
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

間
一
ん
童
@
生
議
よ
ワ
搾
間
期
金
募

6
R
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
一
週
間

に
わ
た
っ
て
、
第
川
出
回
全
国
水
道
週
間

が
全
国
各
地
で
笑
施
さ
れ
ま
す
。

水
は
地
下
資
源
や
霞
カ
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
同
じ
よ
、
つ
に
限
り
あ
る
資
源

の
ひ
と
つ
で
す
。

日
頃
は
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
す
き
な

だ
け
使
え
る
便
利
さ
に
よ
っ
て
、
水
の

大
切
さ
を
つ
い
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す

が
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
注
意
と
工

夫
に
よ
っ
て
大
切
な
水
を
上
手
に
使
い
一

ま
し
ょ
、
っ
。

前
で
は
、
水
道
遊
間
に
ち
な
ん
で
、

町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
章
生
徒
か
ら

作
品
の
募
集
を
行
な
い
ま
し
た
。
関
係
者

に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
次
の
作
品

が
入
選
と
決
ま
り
、
賞
状
と
記
念
品
が

大
洗
港
の
整
備
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

日
頃
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
カ
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
日
下
、
昭
和

田
年
開
港
を
め
ざ
し
て
港
湾
建
設
が
着

着
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
訂
年
度
の
港
湾
繋
備
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
別
図
の
通
り
大
洗
観
光

ホ
テ
ル
下
海
岸
の
埋
立
工
事
を
行
い
ま

す
の
で
町
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

工
事
名
埋
立
工
事
(
蔀
積
約
u
h
)

岸
勝
一
工
事
(
。
勺

m
約
M
m
)

仮
護
岸
工
事
(
約
制

m
)

沖
防
波
堤
工
事
(
約
川

m
)

な
お
、
大
賞
海
岸
の
仮
護
岸
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
海
水
浴
期
間
後
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

贈
ら
れ
ま
し
た
。

作
品
の
展
示
は
、
水
道
週
開
中
、
町

内
の
各
銀
行
、
大
洗
町
漁
業
協
同
組

合
、
水
濃
加
工
業
協
同
組
合
、
水
産
物

仲
買
人
協
同
組
合
、
幾
業
協
関
組
合
、

役
場
等
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

入

選

者

⑧
留
酒
の
部

祝
町
小
学
校

斉

藤

真

美

、

国

弁

学

、

斉
藤
な
お
み
、
川
又
敏
明

磯
浜
小
学
校

高
木
久
美
子
、
大
賞
勉
、

関

徹

、

田

崎

史

絵

、

川
崎
康
子
、
関
根
由
明
、

須

田

信

子

大
震
小
学
校

大
内
陽
子
、
関
根
直
子
、

大
信
佳
昭
刀
、
大
信
英
美
子
、

小
野
瀬
由
紀

夏
海
小
学
校

野
口
博
志
、
総
沼
克
広
、

{
岳
部
和
子
、
広
瀬
純
子

第
一
中
学
校

飛
田
大
輔
、
田
口
憲
一
、

丸
山
早
菌
、
関
野
悦
子

南
中
学
校

和
田
佳
子
、
上
回
賀
津
子
、

岡

田

昌

己

、

河

村

茂

綴
習
字
の
部

祝
町
小
学
校

笠
原
志
維
奈
、
笠
原
理
香
、

井
田
麻
起
?
?
、
石
沢
佐
和
子

磯
浜
小
学
校

大
久
保
和
子
、
高
橋
ま
き
こ
、

オ
由
貴
子
、
高
木
久
美
子
、

沼
回
晃
江
、
佐
藤
由
隆
、

小
沼
正
人

大
賞
小
学
校

川
上
智
子
、
江
僑
友
紀
、

関
根
史
恵
、
植
田
ひ
ろ
み
、

江

橋

直

美

夏
海
小
学
校

丸
山
和
雄
、
大
井
真
紀
、

回
口
幸
子
、
砂
川
奈
津
美

第
一
中
学
校

パ
ト
ミ
ン
ト
ン
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

1

1

田
ハ
舎
@
会
轟
も
募
築
中
|
|

町
体
協
に
所
腐
す
る
「
大
洗
町
パ
ト
な
お
、
参
加
し
た
い
が
ル

l
ル
な
ど

ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
て
か
ら
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
は
一
度
、
ク

阜
や
一
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ラ
ブ
の
練
習
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
間
、
他
市
町
村
と
の
遠
征
試
合
練
習
日
は
毎
週
月
程
・
木
曜
の
午
後
川

を
含
め
て
、
数
々
の
試
合
を
こ
な
し
て

1
問
ま
で
磯
浜
小
学
校
ハ
体
育
館
で
行
な

き
ま
し
た
が
、
優
勝
に
は
今
一
つ
と
い
っ
て
い
ま
す
。

う
と
こ
ろ
で
、
ま
だ
、
女
神
の
微
笑
を
※
お
問
合
せ
・
参
加
申
し
込
み
先

受
け
る
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
委
員
長

し
会
員
の
皆
さ
ん
は
優
勝
を
目
ざ
し
て
肥
田
恭
平
川
4
5
8
7

目
下
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
大
洗
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
代
表

の

た

ぴ

、

一

般

町

民

の

皆

さ

ん

を

含

め

宮

本

勉

川
2
3
4
0

て
、
次
の
と
お
り
町
長
杯
・
議
長
杯
争
大
洗
町
教
育
委
員
会
的
5
1
1
1

奪
「
大
洗
町
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
」
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

老
若
男
女
を
開
い
ま
せ
ん
、
腕
に
自

信
の
あ
る
方
は
勿
論
、
こ
れ
か
ら
パ
ト

ミ
ン
ト
ン
を
始
め
て
み
た
い
と
い
う

方
、
ど
な
た
で
も
結
織
で
す
、
奮
っ
て

御
参
加
下
さ
い
。

市
毛
信
代
、
堀
川
し
の
ぶ
、

大
内
美
由
紀
、
天
野
晴
美

南
中
学
校

中
村
暁
帆
、
遠
峰
孝
枚
、

大
岡
直
美
、
和
問
和
子

惨
標
語
の
部

祝
町
小
学
校

笠
原
志
織
奈
、
国
弁
学
、

梶
尾
治
史
、
斉
藤
な
お
み

磯
浜
小
学
校

根
岸
綾
子
、
柴

川
崎
栄
治
、
川
'
局

柿
凶
公
彦
、
倉
本

板

本

美

理

京伸
子

戸
U
azER 

0
8時

6
月
初
日
間
午
前
川
、
{

O
場
所
磯
浜
小
学
校
体
育
館

O
試
合
種
目

男
子
ダ
ブ
ル
ス
(
町
長
杯
)

女
子
ダ
ブ
ル
ス
(
議
長
杯
)

O
試
合
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

行
な
い
ま
す
。

O
参
加
資
格
大
洗
町
民
・
勤
務
地
が

大
洗
で
あ
る
方
・
大
洗
パ
ト
ミ
ン

ト
ン
ク
ラ
ブ
員
・
上
記
い
ず
れ
か

に
該
当
さ
れ
る
方
。

O
参
加
料

1
組

(
2
人
)
側
円

大
賞
小
学
校

吉
田
文
子
、
佐
藤

久

幹

子

、

磯

崎

塚

本

真

司

一
災
海
小
学
校

小
沼
敦
子
、
田
口

深
作
早
昔
、
大
谷

第
一
中
学
校

江
一
郎
裕
子
、
問
中
久
美
子
、

小
沼
栄
美
子
、
鈴
木
美
知
子

塑
中
学
校

磯
崎
美
菜
子
、
高
柳

簿
井
墨
江
子
、
矢
沢

食
弘
、

問
問
主
主
、

t
f
 

幸
子
、

吉
昭

一
、
胸
彫
(
テ
ラ
コ
ッ
タ
彫
刻
)

〔
題
名
・
渚
の
母
子
〕

東
京
都
清
瀬
市
野
坂
五

i
二
三
九

新
協
美
術
会
委
員

安

蔵

緊

殿

大
洗
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の
完
成

を
記
念
と
し
て
、
前
叫
に
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。

明
美
、
智
子

電 水戸
7]< 
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七

「
コ
ン
ピ
ュ

i
タ
i
ド
ッ
ク
」
で

成
人
病
検
診
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ド
ッ
ク
(
健
康
情
報
調
査
)
と
は
、
多
忙
な
現
代
人
に
最

適
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
健
康
調
窓
で
す
。

大
洗
町
で
は
今
年
度
四
十
歳
1
五
土
歳
代
の
留
保
被
保
険
者
を
対
象
に
行
な
い

ま
す
。
健
康
状
態
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
調
べ
、
本
人
の
健
康
管
理
の
保
持
を

同
国
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。
費
用
の
方
は
国
保
予
算
へ
一
五

O
O人
分
計
上

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
偶
人
負
担
は
無
料
で
す
。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ド
ッ
ク
の
方
法
」

健
康
情
報
調
資
票
の
調
変
項
呂
に
自
分
に
あ
て
は
ま
る
も
の
だ
け
、
回
答
用

紙
の
同
じ
番
号
に
O
印
を
つ
け
る
だ
け
の
か
ん
た
ん
な
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
行

い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
各
人
宛
親
展
封
書
に
て
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

実
施
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
釘
内
田
覧
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
そ
の
際

に
は
、
是
非
コ
ン
ビ
ュ

i
タ

i
ド
ッ
ク
の
申
込
み
を
さ
れ
ま
す
様
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
住
民
課
国
保
係
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

。
町
@
県
民
税
が
決
ま
り
ま
し
た

今
年
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
町
・
県
民
税
が
決
ま
り
ま
し
た
。

勤
め
て
い
る
人
で
、
毎
月
給
料
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
方
に
は
、
勤
務
先
を

通
じ
て
5
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
送
り
ま
し
た
。
納
税
の
時
期
は
、
勤
め
て

い
る
方
は
毎
月
の
給
料

(
6
月
か
ら
来
年
5
月
ま
で
の
ロ
閤
)
か
ら
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
又
納
税
通
知
書
に
よ
っ
て
四
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く
方

に
は
6
月
中
旬
頃
に
納
税
通
知
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
第
1
期
は
6
月
初

日
、
第
2
期
は
8
月
回
目
、
第
3
期
は
日
月
I
B、
第
4
期
は
来
年
の
1
月
幻

自
の
各
期
と
な
り
ま
す
の
で
納
期
限
を
お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
下
さ
い
。

。
あ
な
た
の
意
見
を

国
税
モ
ニ
タ
ー
へ

税
金
に
つ
い
て
多
く
の
方
が
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
持
ち
の

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
税
務
署
で
は
、
皆
さ
ん
の
多
く
の
ご
意
見
な
ど
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
、
今
後
の
税
務
行
政
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
主
す
。

そ
こ
で
、
抗
日
さ
ん
か
ら
お
気
軽
に
お
話
し
い
た
だ
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
と
税

務
署
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
国
税
モ
ニ
タ
ー
を
夜
間
の
方
々
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

水
戸
税
務
署
の
モ
ニ
タ
ー
は
次
の
方
々
で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

(
五
十
音
順
、
敬
称
略
)
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郷土出身の彫刻家

安蔵賢二先生

“渚の母子野像を珂に寄贈

L、

安
蔵
賢
二
陶
彫
展
が
去
る
4
月
お
日

か
ら
お
日
ま
で
の
6
日
間
、
日
立
市
の

白
抜
通
り
鹿
島
町
の
長
山
画
廊
で
開
か

れ
ま
し
た
。

安
蔵
先
生
の
偲
展
が
本
県
で
開
か
れ

る
の
は
水
戸
市
に
次
い
で
二
国
司
で
す

が
、
こ
の
た
め
来
回
附
さ
れ
て
い
る
先
生

が
故
郷
大
洗
町
に
、
こ
の
た
び
立
派
な

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る
話
を

聞
か
れ
、
完
成
記
念
に
と
展
示
作
品
の

一
つ
、
陶
彫
(
テ
ラ
コ
ッ
タ
)
か
渚
の
母

らあ書官お

関

(3)第126号

昭
和
町
年
度
春
の
叙
勲
で
当
町

(
開
明
神
前
町
)
の
関
根
一
平
古
川
山
さ
ん
に

勲
七
等
青
色
柄
楽
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。関
根
さ
ん
は
昭
和
7
年
2
月
当
時

お
歳
で
消
防
総
に
入
組
し
て
以
来
、

昭
和
田
年
日
月
消
防
団
退
団
さ
れ
る

ま
で
の
問
、
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
、

認
年
有
余
に
一
旦
り
、
消
防
一
筋
に
生

子
H

像
を
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

安
蔵
先
生
は
大
正
日
年
、
磯
浜
町

(
仲
町
)
に
生
ま
れ
、
磯
浜
小
学
校
卒

業
後
東
京
に
転
学
、
早
稲
田
大
学
専
門

部
法
律
科
を
卒
業
さ
れ
、
以
後
、
芸
術

分
野
に
途
を
求
め
、
本
県
出
身
の
著
名

な
彫
刻
家
木
内
克
先
生
と
交
流
を
保
ち

な
が
ら
、
イ
ン
ド
等
に
渡
り
創
作
活
動

を
続
け
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
自
由
美
術
、
新
協
美
術
委

員
、
陶
彫
会
会
員
、
草
草
会
会
員
、
清

士
口

氏

き
、
そ
の
問
、
消
防
組
消
防
手
の
就

任
を
て
は
じ
め
に
警
防
団
・
消
防
団

の
団
員
、
班
長
、
副
分
団
長
、
分
団

長
を
歴
任
し
郷
土
の
災
害
か
ら
護
る

「
防
人
」
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
町
の
行
政
面
で
も
回

定
資
産
評
価
委
員
、
町
内
会
長
、
納

税
組
合
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
役

員
、
青
少
年
育
成
会
議
常
任
委
員
、

青
少
年
相
談
員
等
の
役
職
を
通
し
で

日
夜
骨
身
を
お
し
ま
ず
諸
問
題
に
取

り
組
み
、
地
域
発
展
の
た
め
尽
力
さ

れ
、
そ
の
功
績
は
誠
に
大
い
な
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
長
年
に
一
沼
一
る
御
功
績
が
国
の

認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
今
回
の
叙
勲

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

瀬
絵
画
デ
ッ
サ
ン
会
指
導
、
等
の
役
職

に
就
か
れ
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す。
テ
ラ
コ
ッ
タ
(
開
彫
)
と
は
素
焼
の

彫
像
の
こ
と
だ
そ
っ
で
、

H

渚
の
母
子
u

は
編
誌
側
、
高
さ
必
叩
の
像
で
す
。
綿

入
れ
衿
纏
を
す
っ
ぽ
り
頭
か
ら
か
ぶ
っ

た
母
親
に
抱
か
れ
、
乳
房
を
吸
う
幼
な

子
を
み
る
母
親
の
顔
か
ら
は
、
祈
り
に

も
似
た
慈
し
み
の
表
情
が
う
か
が
え
る

美
し
い
作
品
で
す
。

前
で
は
安
蔵
先
生
の
御
好
意
を
有
難

く
受
け
入
れ
、
早
速
、
町
民
会
館
に
展

示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
町
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
の
拠

点
的
施
設
が
完
成
さ
れ
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
地

域
の
皆
さ
ん
の
芸
術
文
化
活
動
が
一
層

の
高
ま
り
を
み
せ
、
情
操
豊
か
な
う
る

お
い
の
あ
る
町
づ
く
り
に
一
段
と
拍
車

の
か
か
る
こ
と
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と
、

安
蔵
先
生
は
ご
感
想
を
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

各
グ
ラ
ン
ド
で
熱
戦
を
展
開

第
七
回
泰
季
町
民
野
球
大
会
が
、
去

る
4
月
お
日
よ
り
5
月
日
日
迄
に
わ
た

り
、
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦
を
は
か
り
、
地
域

に
住
む
人
達
の
連
帯
を
深
め
る
た
め
に

行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
チ
ー
ム
の
名

誉
に
か
け
て
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
充

分
に
発
揮
し
、
各
グ
ラ
ン
ド
で
は
盛
り

上
が
る
熱
気
の
中
で
好
試
合
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
5
月
日
日
は
、
準
決
勝
と

決
勝
戦
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
巣
初
出

場
の
フ
ィ

l
リ
|
ズ
チ
ー
ム
が
優
勝
の

栄
誉
を
か
ち
と
り
ま
し
た
。

優
勝
し
た
フ
ィ

l
リ
!
ズ
チ
ー
ム
は
、

沼
市
民
総
合
体
育
大
会
東
茨
城
郡
大
会
の

出
場
権
を
併
せ
獲
得
し
ま
し
た
。

老

人

体

膏

祭

身
瞳
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

緑
き
わ
や
か
楽
し
い

第
2

五
月
精
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
去
る
5

同
月
口
呂
、
大
洗
ゴ
ル
フ
場
の
緑
き
わ
や

か
な
芝
生
と
松
林
の
な
か
で
町
恒
例
の

第
ロ
聞
大
洗
町
老
人
体
脊
祭
・
身
体
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
慶
大
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

先
づ
、
竹
内
町
長
、
深
作
議
長
、
大

谷
高
年
者
ク
ラ
ブ
会
長
の
挨
拶
で
開

会
さ
れ
、
全
員
に
よ
る
老
人
体
操
で

体
を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
競
技
に
う
つ
り
ま

し
た
。競
技
種
目
は
、
紅
白
玉
入
、
パ
ン
喰

い
競
走
、
借
り
物
競
走
、
ゴ
ル
フ
競
技
、

ど
じ
ょ
う
っ
か
み
、
そ
っ
く
り
さ
ん
大

会
、
玉
手
箱
等
で
、
お
年
寄
り
と
身
体

樟
窓
口
者
の
皆
さ
ん
た
ち
が
わ
き
あ
い
あ

い
の
中
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

身
体
障
答
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
日

m
競
走
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
立
巾

飛
等
の
各
種
目
も
行
な
い
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
た
ち
は
、
ク
ラ
ブ
会

員
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
声
援
を
受
け
、

激
し
い
闘
志
で
競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま

日

し
た
。昼
食
時
に
は
参
加
者
会
員
に
、
大
洗

町
飲
食
庖
組
合
青
年
部
の
方
々
に
よ
る

「
そ
ば
・
う
ど
ん
L

の
無
料
給
食
の
奉

仕
が
あ
り
、
こ
れ
に
舌
つ
づ
み
を
う
ち

な
が
ら
余
興
の
部
の
「
の
ど
自
慢
大
会
」

や
湯
茶
の
接
待
に
ご
奉
仕
く
だ
さ
っ
た

各
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
「
磯
節
踊
り
」

で
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

フ

ィ

l
リ
l
ズ

準

優

勝

新

屋

自

工

第
3
位

ヤ

ン

キ

ー

ズ

回
出
石
油

個
人
賞
最
高
殊
勲
選
手
賞
小
野
瀬
章

打

撃

賞

正

木

庸

夫

敢

調

賞

小

松

崎

忠

紀

ヘ
写
真
は
、
初
優
勝
に
喜
ぶ
J

F

フ
ィ

i
リ
i
ズ

選

手

」

お
ス
ト
ロ
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ナ
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ト

リ
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叩

山

田

山

石
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お

達

郎
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分

間
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ガ

ッ

ツ

幻

海

岸

病

院

初

縄

問

工

務

活

問

新

屋

自

工

日

ハ

ン

デ

ソ

ツ

りつ
iη
第

9

分

団

2
E叫
1
2

浪

o
r
i
-
-防
水

戸

信

用

7
1
1
U
フ
ィ
リ
!
ズ

」

3
r
i
u常
陽

産

業

l

一一

3
1
1
U
高

矯

農

機

4

「

!

日

原

研

大

洗

0
1
1
1
1
M
山

田

山

自

ヱ

一Ir--9
第

7

分

団

一
キ
ケ
ン

8
東

和

ク

ラ

ブ

7
ナ

ヒ

!

ズ

6
ヤ

ン

キ

ー

ス

5
イ
l
グ
ル

l
ス

4
フ
ァ
イ
ア
ー
ズ

3 
コ

メ

2

新

友

1
消

防

本

部

寸寸
H
l
1
l
l
p
l
i
i
i
i
i
i
i
i
i
l
i
i
i
l
i
l
i
i
i
i
l
i
l
i
J」~
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説
普
日
段
か
〉
ら
り
心
得
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
牛

一

私

た

ち

の

い

こ

と

が

沢

山

あ

J叶
γJ;i斗宇まキま手品子す一がザがが寸¥、家庭一

一

で

は

さ

し

あ

た

て

て

必

酉

嬰

京

な

こ

と

一

一
健
康
を
守
る
た
め
に
は
ど
ち
ら
か
と
一
云
五
、
え
え
ば
、
-
炉
病
気
を
早
一

一
健
康
が
大
切
な
一
事
は
誰
で
も
知
っ
く
治
す
工
夫
の
方
で
し
ょ
う
。
一

一

一

て

い

ま

す

。

そ

こ

で

知

っ

て

お

き

た

い

医

師

へ

一

し
か
し
、
自
分
や
家
族
の
健
康
を
の
か
か
り
方
、
そ
れ
程
急
を
要
さ
な
一

守
る
た
め
に
は
、
具
体
的
に
ど
う
し
い
病
気
の
場
合
に
も
医
師
に
か
か
る
一

た
ら
良
い
か
と
一
言
う
こ
と
に
な
る
と
、
時
に
は
、
い
ろ
い
ろ
心
得
て
お
き
た
一

的
確
な
心
が
ま
え
の
あ
る
方
は
少
な
い
最
低
の
医
学
知
識
が
あ
り
ま
す
一

い
で
し
ょ
う
。
健
康
を
守
る
た
め
に
も
ち
ろ
ん
素
人
療
法
は
大
け
が
の
一
万

は
、
大
別
し
て
こ
つ
の
工
夫
が
あ
る
で
、
自
己
診
断
ゃ
あ
や
ふ
や
な
知
識

と

思

い

ま

す

。

で

の

治

療

は

深

く

慎

ま

ね

ば

な

り

ま

第
一
は
、
健
康
で
あ
る
現
在
の
状
せ
ん
が
、
素
人
で
も
あ
る
症
状
が
起

態
を
い
つ
ま
で
も
持
続
さ
せ
る
こ
と
、
っ
た
持
は
、
先
づ
何
科
の
医
師
に
か

す
な
わ
ち
、
病
気
に
か
か
ら
な
い
工
か
っ
た
ら
い
い
か
お
よ
そ
の
判
断
は

夫

で

す

。

必

要

で

あ

り

又

医

師

に

見

て

も

ら

う

第
二
は
、
病
気
に
な
っ
た
場
合
に
際
は
病
気
の
始
ま
り
か
ら
の
症
状
や

y 

、ソぷ〉、
ヱコミ

時

。
老
齢
年
金
を
出
歳
前
か
ら

受
け
る
と
生
涯
減
額
さ
れ
ま
す

い金 ば金書以 度が王手で て心に
おてへ二阜が、上国で、金の国く当力日当
問、入十い受母保氏すす市IJ人民だり入町Ii、

谷義ZFFZで野室。ミ厚て芸三225道
せきずなよれ準をに 加入厚は。はを 一「

はをのつい主母完加 入つ生二 早勧国し瓦
人たわす子納入 すて年十 〈

住てで人け、 Jしし るい金歳 舎で宇ほ
民くま、で加遺てて 国ななか 統い金、品
課だだ他す入児い、 営いどら きまの ‘ 

年さ未の。はなれ最 の自他六 をす未し

棄し:更詰 号Zl実竺 芸高2事 雪町突穴
の年 れ年障王手 術!民的ま せお者1(~ 
入金 国
はを ~----------ー「一 日』

イ5 1駒田れ 罪
U 涯をfヘyi訟 金
需主 /ト1五勢1 の

ド 材処ルグ ザ
主員 以濃--&J，農手i高' パ

向王手 ‘ 

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
(
通
算
老
齢

年
金
を
含
む
)
の
支
給
開
始
は
原
則
と

し
て
六
十
五
歳
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま

で
の
聞
な
ら
、
い
つ
で
も
、
希
望
す
る

と
き
か
ら
繰
り
上
げ
て
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
年
金
額
は
、
本
来

六
十
五
歳
か
ら
受
け
る
額
に
く
ら
べ
て
最

低
二
%
か
ら
最
高
四
二
%
も
減
額
さ

れ
ま
す
。
そ
の
減
額
は
生
涯
続
き
ま
す
。

例
え
ば
、
六
十
五
歳
か
ら
受
け
る
年

金
額
が
五

O
万
円
の
人
が
六
十
歳
で
請

求
し
ま
す
と
、
四
ニ
%
減
額
さ
れ
二
九

万
円
と
な
り
ま
す
。

知
人
や
近
所
の
人
が
繰
り
上
げ
支
給

を
う
け
て
い
る
と
い
う
話
を
開
く
と
早

い
方
が
得
で
は
な
い
か
と
安
易
な
気
持

で
請
求
を
し
て
後
悔
し
て
い
る
方
が
多

い
よ
う
で
す
。
繰
り
上
げ
請
求
は
、
慎

撃
に
お
考
、
え
の
う
え
請
求
し
て
く
だ
さ

も
し
、
繰
り
上
げ
翁
求
を
希
援
す
る

方
は
、
誕
生
月
に
議
求
す
る
の
が
上
手

な
受
給
の
し
か
た
と
い
、
え
ま
す
。

根

平

勲
七
等
に
叙
せ
ら
れ
る

年金の支給希望年齢 減額される率

60 歳 42 % 

61 歳 35 % 

62 歳 28 % 

63 歳 20 % 

64 歳 11 % 

T
E
L
七
i
五
一
一
一
(
内
五
一
二
)



らあ 第126号 (4)L、護軍事皆昭和57年6月1日

落成記念式典

テープカット

落成記念式典

アトラクション

日本舞踊、琴生田流中JlI歌春、水戸裕二

磯節保存会、大洗高校吹奏楽部

6月11日(金)

AM 9: 30 

AM 10:00 

PM 12:30 
(出演予定)

最終

合格発表

11月上旬7月18臼

申込受付期間

6月 7臼-

6月18日

公告白

5月208

格

昭和28年4月2日から
昭和36年4月 1日まで
に生まれた者

資署長受種

事務・廃業・燥業土木-
E苔産・言霊糸・水産・林業・
化学・燦芸化学・電気A'毒気B ・土木・建築・獣
自市・薬斉IJ悶

車並試験の名称

型k上

12月中旬

11}ヲ24臼

11月26日

10月17日
8月23日一

9月 68 

7月 1日

事務・保母・栄養士

事務A'事務B'廃業土
木・水産・林業・土木・
交通巡視貝

官邑中

茨
城
県
磯
良
採
用
試
験

6月12日(土) 歌謡ショウ
第 1部…PM12:30 第2部…PM3:30 
出演歌手 笹みどり

司 会 コロンビア・トップ

地元出演 浜久美子、荒磯太鼓

※高齢者70歳以上の方を御招待いたします。

12月中旬

58年

1月 6日

1月 7日

11月上旬

11月24日

11月26日

10月 78 

10月17日

8月 4日

8月238-

6月11日17月1日-7月28日

9月 6日

7 fj 1日

栄養士

事

級宇n

校
職
員
採
熔
試
験

市
町
村
立
小
中
学

茨
城
県
轡
察
官
採
用
試
験 芸能発表・カラオケ大会と物産即売会

室蘭の観光と物産展示即売会(麗内)

地元商工・農水産物即売会(屋外広場)

大洗町商工会青年部

大洗町加工組合青年部

大洗町農業協同組合

6月13日(日)

AM 9 :OO~ 

AM 9 :OO~ 

58年

1月下旬

11月 7日

10月 1日一

10月28日
8月20日

B(A以外の者)

C(繍人翌年察官)

午前の部…カラオケ大会 (40名)

午後の部・・・芸能発表会

日本舞踊、民謡民舞

H今詠剣詩舞、音楽の部

AM 10:00 

PM 1 :00 

〈技術講翠開催のお長日吉うせ〉

就業を希望する、主婦、寡婦等に対し、技術を付与することにより能

力を再開発し、就業条件の向上を図るため、下記により講習を開催いた

します。なお、受講料は一切無料ですから、気軽に申込み下さい。

言己

9 :OO~ 室蘭の観光と物産展示即売会AM 

講習内容

本裁女物単衣
及び肌襟祥を
縫う。

13号の竹待て、

基礎編及びベ

スト、セタ

ーを編む。

定員

20名

午前10時

午後4時

午前10時

午後4時

問H寺講習

昭和57.1f.6月 7日から
7月 5日まで、但し土・
日日程、 を除く。

(21日間)

昭和57年 6月 1日から
6月29日まで、但し土・
日曜、を除く。

(21日間)

日講習名

手口裁教室

タ会イヤル通話料は、ご利用の仕方で料金がかわりますので、

どうしても後から計算することになり、下表のように 1ヶ月遅

れて請求させていただくことになります。

6月介請求書撃の場合

30名

(1)携行品

(2)ところ

(3)申込先

手口裁教室....ー材料、裁縫用具、弁当。

棒会十編教室......l3号竹編棒、毛糸材料、弁当。

茨城熟婦人就業援効センター内

茨城県婦人就業援助センター

水戸市千波町久保588
電話水戸局 41-2989・43-1547

棒童十編教室

月6 Fl 5 

巨三三三日タイヤル通話料など、ご利用

の仕方て、変わる料金のご利用期間0

2覆~基本料など、月々変わらない
料金のご利用期間。

。，=~O印は請求書の発行予定日で、

す。1>印はお支払期限です。

大洗電報電話局

6-2991 

30日
31目安委1日

ン

大洗町における交通事故の発生状況

j
の
作
品
募
集

郵
政
省
簡
易
保
険
局
で
は
簡
易
保
険

郵
便
年
金
資
金
で
作
ら
れ
た
施
設
及
び

福
祉
施
設
を
題
材
と
す
る
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
を
次
の
要
領
で
実
絡
し
て
お
り
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

O
募
集
〆
切
B

昭
和
計
年
7
月
幻
自
ま
で

(
題
材
と
な
る
施
設
の
僻
)

犬
盟
国
の
開
立

増減率(%)増減数前年同期主手本

ム8.3(ム5.9)ム1(ム2)12 (34) 11 (32) 

(ム66.7)1(ム2)( 3) )
 

1
3
4
 
(
 

可
B
4死者数

ム26.3(2.1) 

郵
便
外
務
員
が
、
配
達
途
中
で
犬
に

か
ま
れ
た
り
、
と
び
っ
か
れ
た
り
し
て

ケ
ガ
を
す
る
ケ

i
ス
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
郵
使
外
務
員
、
を
対
象
と
し
た
調

査
に
よ
る
と
、
配
達
途
中
の
犬
害
は
全

閣
で
一
ヵ
月
に
お
よ
そ
千
件
に
も
の
ぼ

り
、
こ
の
う
ち
、
ケ
ガ
を
し
た
件
数
は

約
一
一
一
百
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
を

受
け
た
場
所
は
、
宅
地
内
が
全
体
の
約

発生件数

ム5(19 (47) 14 (48) 負傷者数

学
校
、
幼
稚
園
、
道
路
、
公
園
等
で

す。(
作
口
聞
の
大
き
き
)

カ
ラ

i
「
四
ツ
切
」
又
は
勺
ス
ラ
イ

ド
(
お

m
以
上
」
白
黒
「
四
ツ
切
」

作
品
の
受
付
ゃ
く
わ
し
い
こ
と
は
最

寄
り
の
郵
便
局
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

屯
も
もーレ

八
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
こ
の
う
ち

の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
放
し
飼
い
の
犬

に
よ
る
も
の
で
す
。
郵
便
外
務
員
に
危

害
が
及
ぶ
場
合
、
郵
便
物
の
配
達
が
で

き
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
飼
い
犬

は
必
す
つ
な
ぐ
な
ど
し
て
、
被
官
官
の
発

生
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

大
洗
郵
便
局

O
出
生
・
死
亡
(
死
亡
は
七
日
以
内
)

O
転
入
・
転
出
・
住
所
の
移
動

O
社
会
保
険
に
加
入
、
脱
退
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は

“あな疋が築く夜通安全"“毎閏1日iま突通安全の白"

昭和57年度茨城県職員@甫町村立小中学校職員@茨城県響察官採用試験
試験日
第 1次|第 2次

9月27日

9月288

sg手口30年4月2日から
昭和38年4月 1日まで
に生まれた者

E召手0364三4月 2日カるら
昭和40年 4月 18まで
に生まれた者(事務Bは
男子、交通巡視員は女子のみ)

昭和30年 4月 2沼から
昭和38年 4月 1日まで
に生まれた者

務 (:m~tß:) I昭和問4月 2箆から県全域 | 
|昭和40年4月1日まで

県南地域 | !に生まれた者

[大学卒業者又は昭和)1第 1回i昭和30年4月2日から
A 158年3月までに大学作一一一一一ーす昭和36年4月1日までい

l昭和30年 4月 2尽から
昭和40年4fj 1日まで
に生まれた努子

昭和33年4月2日から
昭和初年4月 1日まで
に主主まれた女子

理各試験についての詳しいことは、それぞれめ試験案内書を御覧くださし」
なお、受験資格については、上言己的年齢制限等のほかに資格、免許などを必要とする場合がありますので注意してくださし」

7 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 月
/ / / / / / / / / / / / / / / / 
6 5 l 29 23 22 21 17 15 14 9 8 7 3 1 日

機 手し 機 破号否 機 機 母 成人 機 手し 機 事官E 歳 古告 傷すア日 古E 歳 歳 能
病 言E 歳 古E

図 児
罰 風咳 間 /¥ 回 性 回 児 回児 予 児 カ ク 児 業f宣 健 f亙
接F方
復

健月
復 中目 復 健 {霊

言11 格 司1 言11 中目 百11 言1 才目 割11、、J
名練 談 三ロ岳戸ラ、 練 種 練 言長 王百R子戸'"、 練 談 ク 練 談 ま会 練

する害!箪 j前 生生 する答障 生 する障害害 J持 i荷 す害障 妊 成人 者する者害i濠
j祷
主後主生後 する!答寄後後 後 世及帯

者者 歳 7 2 者者 24 者者
歳児
歳 者る者

病者患 歳児
7 2 者者 女すで 児 カカ で カ で ノ力、 でぴ で カカ で

機能
誕 月月

機能 月l 機能
誕
月 機目星

母
機能回
高是 月月

豊富練i 

主主 I I 生 σ】 十主 及 生 I I 
Iill 日 8 3 回 48 回 g 誕 回 び 日 8 3 

象f夏 に カカ {夏 カ f夏 lこ 生 復
復習11 

カカ
言11 達 月月 百11 月 言11 逮 日

訓練を
先生 逢 月月

練し σ)<7) 
練を J未筒

練し 住
必練を
し σ〉♂〉

をた 者者 をた

達者たし

民 た 者者
者必、者 必の 必者 必、 者

要 要者 要 要害 要 望堅
と と と と と と

1 9 1 9 l 9 9 1 9 9 l 9 9 1 1 

A イ待問J寸K 
2待 11時 2時 11s寺 2時 1H寺 11時 2時 11野寺 11時 2待 11時 11時 2待 2時
時15Z寺00時 15時00待15野寺00H寺00待15

持300分0 時00時 15時00時00E寺15E寺0015分 30分 15分 30分 15分 30分 30分 15分 30分 15分 30分 30分 15分 30分
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

町
営
公
歯
墓
地

申
し
込
み
受
付
に
つ
い
て

町
で
は
現
在
、
大
洗
町
営
公
園
墓
地
内
の
無
線
壌
墓
の
整
理
を
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
無
縁
墳
墓
の
有
無
が
判
明
し
だ
い
希
望
者
に
対
し
て
使
用
許
可
を
い

た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
手
続
き
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
申
し
込
み
受
付
期
間

六
月
一
日
J
七
月
十
五
日

O
申
し
込
み
方
法

役
場
衛
生
課
(
保
健
セ
ン
タ
ー
内
)
に
使
用
申
請
書
が
あ
り
ま

す。

O
申
し
込
み
希
望
者

町
内
居
住
者
と
す
る

※
詳
細
に
つ
い
て
は
衛
生
課

(
T
E
L
六

l
一
O

く
だ
さ
い
。

O
)
宛
お
問
い
合
せ

ご
み
の
持
ち
出
し
に
つ
い
て
(
お
願
い
)

O
ご
み
の
前
日
か
ら
の
持
ち
出
し
は
、
絶
対
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

O
ご
み
の
持
ち
出
し
は
決
め
ら
れ
た
日
以
外
は
絶
対
に
出
さ
な
い
で
下
さ
い
。

O
可
燃
物
(
紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
残
飯
等
)
不
燃
物
(
空
缶
、
ぴ
ん
、
鉄
く

ず
等
)
を
混
ぜ
て
出
す
の
は
や
め
て
下
さ
い
。

O
お
互
い
に
き
ま
り
を
守
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
で
住
み
よ
い
き
れ
い

な
町
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。


